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7.理化学器械および放射線装置
PRECIS∈SCl⊆NTIFICINSTRU仙ENTS AND

RADIANT-RAY APPARATUS
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37咋比は+=ll上化別注慨の輸‖榔十古こ血､rほおいた+､特に唱十顕敵

組の■1前川jは予想を上川る実払?をホL,機種もHU-11A甜生能形,

tIS-7一浩二枚形と肘i巨の一大飛糀がふった.ニまたロー､1′ニーパーキンを池

じての技術交流が本格的に進也_きして,州汀桁丁一な川いた分光光電

光度計や新形ガスクロマトブラフのふ〔†′柑;ンヒ成したっまた毘F昌こ分

帆汁,アミノ惜別h汁も･陥川‾‖r能ハ.■-とLてJ別紙カミもてるまでに成

長したっ さ仁一)に放射馴化;そこ･‡としては㌣‖ホモニター数が馴fjされ

400clli′拙スペクトロメータの.州′柑ミ′ノご収Lた｡

榊釧川州舶‡ドト亡･(よ,ガ､ン,椚化iそこ㍑こどの検.診治嫉′うミ屯‾掛こ

なってきたので,そ′itに仰山二Lて,X粘けレビを_や馴"した1モ遠隔

肘′卜Ⅹ線矧｢11王川三｢1快冶=悦irて,探√糾壬撼川3001(V形Ⅹ紙袋

に亡などの抑六帥ほ鮒‖■■化した√＼一ノ〃二即1の放射如拙汗㌣亡､ほけトに

柁,小形小…化をfJ･ない,士た′卜推･ノ)流れにのる快肘†jとLてⅩ

斉Jiけレビむ川いた地紋適J過肘た洪什.ンンヒ成したで.

7･1電 子 装 置

`正子麒徴錨の≦し避ほ帆勺外の`.rに安にささえられて帆洞な伸びを

上ユせたが,特に性能い=二を担1ってHU-11A形,HS-7形の巾機種

な憑欲的に阻充L･た｡微小部Ⅹ線卵子装柑よ従来のシングルチャン

ネルを足場にマルチプん㌔のⅩMA-Ml形を開発した｡

質追分析計にあっては甜ノヒ能のRMU-6形がンヒ成し,高批-､くふし料

用のエバボレータのノ亡J克と山､まっで許しく応用梅田桝虹が1,た｢.

磁気州島分析汁でほ討耶柑調による高矧射ヒ,UVJ糾j･,睨度可

変などによる応用分野の拡大を図った｡

7･1･1Hい11A形電子顕微鏡完成

HU-11A形有子麒徽あ王は子′亡来のⅠ-IU-11形の電淋矧符を根祁勺に

改良L,柑二高JE安正州で‖ゴよび外部レンズ蜘磁電流阿終に糾.‡環

形制御阿路ソん一にを抹川L/榊三石猫(の安定度を飛躍的に向上させ,ま

たきわめで衣定な耐′ト拙け餌場7A保.言軒)と冊妨な操作を実現し

たっ さらに一糾巨什鵬≡rFトL装右‖rfi巨で広馴肘)応m研究にも川いら

れる川口j的な多性能を抑えている〔

7･1･2 HS･7形電子罪頁徴鏡完成

I‾IS-7形電子捷主徽蓑完は′尼了･レンズ肋磁に永久磁石と電磁石を併用

し 珪J掛肘)什キ増収とJこモミノ■､(｢㌻わせ′.ン詐易にして分解能15Aを侃

誰L,また汁乍▲汁の紆イヒ,事′事励化を行ない,プッシュボタンによ

る′･‾に桜プん(如来川することに上り七城作を剛㍉こしたこ,なおHU-

11AJ仁き屯rj抑敬規と八油の什旭浜什うご取州け吋能とし,臍;皇形電

二/儲敵組として州別的な多能什糾卜)ことになった｡

7･1･3 X仙Å一仙l形微小部X線分析装置完成

ⅩMA-4(シングルチャンネル)の鮒′雌f､巨石ミるご/lこカ】L,ⅩMA-Ml

を鮒言した｡こ/さしはⅩ衣川北ミキ:拉5f㌻まで似り仙ナ1り瀧r(さ,匁川…

に多数の九去ノセい川い川卜亡せるとこ/Jに大きな仙良がぁる｢.また+こ

i恥工Ⅹ線肘1け他がノ止人57比,光〔アニ軌即納･物レンズが1-亡乍小で

i別E一江抑か舶巨としたr′

7･1･4 R仙∪-d形質呈分析計完成

従火のⅠそMU-5B形に故山を加え1くMU-6ノ紘ンこ成した｡本装r仁王

ほ排気系を合理化し,分析管部を仝メタルガスケット化することに

よりバックグラウンド■を右モ来の1/5に低下させることができ,しか

も拙作が簡馴ヒされた｡また瓜肋磁川電源および高温エバボレータ

をト=朗‾ることにより加返′iに旺約2,000VでM/e500までの物質が

測山できるようになった｡

節1L東1IIU--11A形i琵十顕微鏡 第2図 rIS-7形電子顕微鏡

第3周 XMA-Ml刀ラ敵小跳Ⅹ線分析装置

第4囲 RMU-6形質竜分析計の外観

7.】.5 石荘気共鳴分析計の付属装置開発

MPU-3B形電子スピン州島分析.汁の高感度化を岡～),多目的空

月卜巧,100ユくC磁場変調巷∈符(舞5図)の完成によって従来の50倍,1×
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第5図 SM-201形100kc変調ユニット

1011spins/gaussに向上した｡多目的空胴は100lくC磁場変調,試料

の加熱,冷却,紫外線照射が同時に叶能で,物質の超微細構造,光

化学反絶てなどについて興味あるデータを提供している｡紫外線照射

装毘もすでに完成し,一連の付属装置の開発によりESRの妃潤分

野の拡大が期待されるっ

7.2 光 学 装 置

赤外分光光度計の飛躍的需要増加に呼応し,EPトSヱ形の性能の安

定化を図るとともに付属装置の開発に意を注ぎ一各種のセルおよび

IM-K形赤外顕微鏡を完成,また分解能を向上させるためプリズム

の代わF)に回折格子を用いたEPト2G形を完成したっ

なお従来輸入に依存Lていた赤外検知器の国産化にも成功した｡

遠赤外分光光度計FIS-1形は試作も終わり,さらに引き続き波長

域1,000∫"まで延ばした広波長域遠赤外分光光度計を開発小である｡

7.2.1仙-K形赤外顕微鏡

本装置の測光系の有効光束ほFl:7.0に設計され,かつ対物錠,

集光鏡とも軸ほずし角0度であるためコマ収差ほ視野中心において

まったくなく,試料は50倍に拡大されて観測することができる⊂)

試料は金属製ミラー中央部のホールダに入れて測定され,有効照

射面積は0.4×2mmであるが絞りによi)さら

に小さな試料を効率よく測定することができ

る｡したがって0.1×1mm以上の単結晶ヤフ

ィルムの測定,1～20フ′程度の緻量試料のKBr

錠剤による測定が可能であり,さらに偏光器

を併用し赤外二色性も測定可能である｡

7.2.2 EPi-2G形回折格子赤外分光光度計

赤外韻域での振動卜り転体の徴縦‖黄道や同位

体の吸収を分離したり,スペクトル暗が吸収

帯の幅に比し無視できない場合,精度の高い

波長決定を行なう場合などは高分解能の分光

光度計を必要とする(この口約のために本器

ほ分散体として回折格子を採用した｡分散ほ

プリズムに比し･10一り付近で10倍である｡トユⅠ

折格子には150本/mI℃,75本/1111Tl,40本/

mmの3枚を使用し,次数分離としてKBr前

置プリズムを採用し2～25一〔`の波長範囲をカ

ノミーしている｡波長駆動ほサインバー方式に

よるネジ送りで,回折格子の交換を始めすべ

て自動化さjlているので挽rFが簡単である｡

7.2.3 光学部品の進歩

紫外用単色光フィルタとして,波長200～

380n叩で最大透過率15～40タ左,半値幅10～

20Ⅰ叩をもつフィルタができたっ

これはAl＋MgF2＋Al＋MgF2の構成より

なる紫外用高次干渉フィルタで,不用透過帯

を帯域フィルタ,または低次の十捗フィルタ

で除去しri′i色光用としたものである｡

次にトロイドミラーが完成し,エネルギー不足が問題となる赤外

分光光度計の光源部ミラーに採用して効果的であるぐ従来は球面鏡

を軸はずし角で使用していたが,非点収差が多くなり,縦および横

の結象位群が異なってくる｡このような欠点はトロイドミラーを採

用することにより解決されるり第7図はこのトロイドミラーを用い

て軸はずL角12度30クナで桁ナチャートを結像させた一例である｡

赤外線検知器ほ今まで輸入品1を使fHしていたが,自家試作品が完

成した｡熱電材料としては熱起電力が高く比拭抗の低いBi2Te3系

金民間化合物半導体のP,N形を直列結合にして用い,材料加工法,

受光箔(2×0.2mm)および無化法,溶接法などに特殊のくふうを加

え真空容器に封入して高感度て時定数小なる検知器である｡

7.2.41d仙形日立高速度カメラ

陸上競技,野球,競馬,柔道,剣道,バレーボール,休操,ゴル

フなど各種スポーツを始め,魚や鳥の動作あるいは一般理+二学の研

究で高速運動の瞬間を長い時間に引き伸ばして観察するのに適した

高速度カメラとして,凹転プリズム式の16Mを完成した.一､16Mほ野

外の手持触影をねらったもので撮影速度100～1,000pl〕S,使用フイ

ルム16mmx30.5In(100ft)の小形軽量に設計してあるっ

7.2.51るH-400形日立高速度カメラ

高速度与二真の応用ほきわめて払く,高速運動体の設計上の問題を

調べたり,生産工程の加工法を研究した【),その他物即,化学,医

学方面の研究に大きな効果を発揮する｡現在発売中の16H形高速

度カメラの経験を生かし,さらに長い現象を撮影しようという要求

にこたえて,鶴影速度500～10,000pps,使用フイルム161てImX

122m(400ft)の円転プリズム式の16H-400形を完成した｡

7.3 分離分析装置

分離分析装置は間す∫の分離機構によって,混合物を分離してから

第6図IM-K形を装着LたEPトS2形 第7阿 トロイドミラ【の結像写真

第8図16M高速度 カ メ ラ 第9図16H-400形高速度カメラ
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検F‾Hこ言+録するものて,他の分析装柑こ比べ止経で,Lかも迅速,′ヂ≠

易に分析できる特緻を有L-,近時ますます需要が伸びつつあるこ

まずガスクロマトグラフィでほPerlてinlミ1111er杜との技術提携に

基づき,同社の主要梨J--■■■の一つであるフレームイオン化検知器と

Golayカラムを移管し,KGIノー2形を改1‡したKGL-2A形に付属て

きるようにした｡7ミノ酸分析計ではKLA-2形を完成したこKLA-

2形はその生命である起量ホンブの洲乍に成功し,飛躍的性能の向

上を期することを得た=UCA形分析用超過械ではロータ加熱装行)三亡

粒度分布測定矧札｢1動撮影装Fこ,フェ】ズフレート,可変セル,

耐酸耐ア′しカリセ′し,フィクス形七/ミレーションセルなどを一ノご収し

た｡

7･3･lガスクロマトグラフィの進歩

ガスクロマトグラフィほPPM以‾Fの微量不純物の検出と高分

配 短時間分析の方向に指向されている〔前者の焦ノご丈は朋寸線イオ

ン化検知器とフレームイオン化検知器であり,後者はキャビラリー

チュー71吏用のGolayカラムの出現である｡

放射線イオン化検知器の完成に続き,37年度ほPerkin Elmer社

との技術提携にノ吉づき,同紙の主要軌1‾.-.であるModel154付属の

フレームイオン化検知器とGolayカラムを完成し,KGし2A形こ

什属できるようにLた:KGL-2A形はこれで,名実ともに高性能万

能形としての地歩を確ご′二L,今後の進汁ミが期待さjtている｡

なJゴ普及形とLて′+､形状≠軋 取扱い容坊なKGL-S形ガスタロマ

トグラフを完蚊Lた｡

7･3･2 超遠心機応用測定の進歩

超遠心縫分析装帯｢さはふ脚の沈粍を漸起するのにシェリーレント1j

第10図 KGIJ-2A形カ‾スタロマトグラフ

評 論 毒害45巻 宗1仁ノ

打;iレンズ法を川い′テ頁測滋を行なっているこ このたご･こ､位相粒(■フェ

イズ･フレート)を開発し第11図に示すように鮮明な簡を得で､

る⊂

次に近年粉体測定が重要な化学工業の問題となっている.▲ そこで

超遠心機を用いて液体中にある多分散系杓-J'一を強符丁沈降させ,粒子

濃度の時間的変化を光電管にて受光し日記させ,そのd鵬泉を解析ナ

ることによf)粒度分布を求めることができるようになった｡超遠心

機の応用範岡を瓜ナるに不可欠な各種分析円七′ンも開発したこすな

わちセノミレーション･セル,耐酸耐7′レカリ性Hヨセ′しはそ♂つ一例で

もる(第12図)て

7.3.3 24P形分離用高速遠心機

20P形を改良Lて最高阿転数24,000rpnl,最大遠心加速度

60,000Ⅹgとし,利用範椚を拡大Lた24P形高速遠心筒を`右城Lたっ

従来の20Pには冷淡サイク′Lはl勺成していなカーつたか.24Pでは密

封形冷凍サイク′しフ壬内蔵Lてロータの温度制御かできるようにし

たて またバイメタ′Lノセ払憺指示調節計を設:ナ.】Tll転中レ｢ロー_タの温

度jRlj`起もてきるr

7.4 放射線測定器

ユニ/∴一サ′しサーベイメータ.サンフ‾′しチニンジ十.′と緑フロア

モニタ,頃ナ炉燃料棒表面汚染測定装荷,微量放射能測完装置な土

数多くの矧■iJ】Ⅰを開発LたTそれと並行Lてウエストモニタ,エアモ

ニタなどの改良を行たい,より安定な取扱い容易なもがつとLた二

原子炉計測装F琵関係では東京原子力産業研究所の100kW原子か

計測紫r芹についでR土製作所小央研究所の臨非･未満実験装置の計測

装吊を完成したT また男且在日本一京丁力研究所4号原子炉りRR-4)ゾ1

計測装f戸｢壬一ぺを尊皇作Lいである′

(A) (B) (C

(A) ‾7イ
ックス形

(B)･ムービング形

(C)耐酸耐アルカリ性川--二′L*

*リンケ(∫坦々ジュラルミソ)のなか(ミニフッ化二千しン

第12｢当 七/ミレーション･七′L(A,B)

(A〕Diagonal-Bar角度70度 〔B二〉Pbase-Plate 角度55度

合成界面セル(Synthetic Bounolary-Celいによる砂糖水(二子濃度1%〕の
Schlieren_Pattern

第11図 従来のDiagonaトBarと開発したPhase-Plate

を使用した時の比較写真
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第14[司 RDU-2形ユニ/∴一十′しサーベイ ノwク

7.4.1RDU-2形ユニ/〈-サルサーベイメータ完成

ユニ/ミー十′Lサーベイメータは従来の各稗サーベイメータな統合

L.性能をさらに向卜させたもので,検知器を交換するたけであら

レ‾♭るち紬i根な測達することが可台巨であり,卜り路はすべてトランジス

ニりとさ′寸し､電池寿命は連続100時間を越す(またfi己鈷計拝j端了･が什

鳩してぃる乃r‾二1.モニタとLても陸川できるて

7.4.2 オートマチックサンプルチェンジャ完成

木器は試料交換掛持託て試料を順次検知器‾F部へ送り込ん,計数

吉にで放射能を計数し､記銀部でデジタル記録を子Jなう‾もので,50偶

の放射能試料力二連鰍則撞できる- 検知器にほG几†,シンチレーショ

ン.サスプロ一式の什息の2個が取叫j‾けらjt,計数部ほプリセッ

トタイ上､可能てぁる.て測定フログラムが多彩で,繰返L測定,任意

の試料からのスタート,また任意の試料で測定が終了できるなど,

芹憧の測定実験に使利てふる-

7.ん3 β線スぺクトロメ】夕

‾+_こ器については28.3.1てン参照さJLたい-

7.5 医療用放射線装置

局嵐 ‾対ガン施策れヨ適に進ムうられ,臥二けンセンターが央京に

設こ一7-ら.れたのを輯め､井部市にも淡々とガンセンターが設十されて

いるT そのたふうこれらに対ん己する対ガン放射線装f符の開発故山が進

こ､7〕らjtている二

大形診繁用Ⅹ繚装F芹の透視台はけい光板部の福助速`子方∫〔のほか

透視板の上‾卜および左右のスライド,踏台の凹転を電動化Lた〔も

ちろんⅩ線テレビの併設ができ遠隔操作が可能になっている｡

Ⅹ線発生装匠は150kVpの高電圧粘影が一般化し管電圧前示l白l

路､IllAs制御回路,Ⅹ線管過負荷防止回路が設けられ技術者の操作

ほ容易になったこ 肝･般診察梢装挺もはとんどすべてけい光板部は速

写方式を設け4分ノ割振影が可能であるr

胃用旋[卦検診装置亡は検診対象の成人数がきわムうて多く,高性能高

三者

第15図 ナートてチックサンフ′ンチェンシヤ

第16図 郡馴月接撮影用DC-125B

姑ネ化が屯安けミ]臥∫､ミである′もちろん検診従‾弓緒のX線胱斐ばノ亡仝

二立川さねばならない仁 これらの∴Ⅰこくを検討し弘一】l■l化を行なった｡

深部治横川Ⅹ緑葉掛よ治療効果を高めるためますます高電忙化の

要望が高まり,出力300kVp,10nlAのⅩ線装柁を製作したr

治療川コ/ミ′Lト装置壬ほL-tP蔽能力の向上と半彫の減少剖実=),各

託電動機偶の放出により治療脚牢の正確と損作の絹賜イヒを岡った｡

7.5.1胃腸間接撮影用DC-125B

近来,成人柄対策,特に1ヨガソ対策が推進さjし それに伴い【■】J疾

患の一瓢危比を臼的とした円部緊[胡検診朋Ⅹ線装iFこの要求が高まっ

てきた｡肖部検診においては透視および速ニケ､検診能率,検診従事

者の放射能障害防1L 機動性などが必順条件と考えられる｡これら

刀F川勺に合致した装臣己を香川二完成したr

lココAs制御波足助断形,i上1動充電電止維持巷甜た組jAふ,コンデンサ

ノしⅩ線装琵の便札
多フ亡的な体位変換を行なう拒台ミラーノ丈転式速

写様隅,艮ノ1カメラを使川し,別号三からの操作による完全Ⅹ線防

護,自重か帽責載,キミ内臓F壬きの内川性など円矧]】検診彗引lシ'亡として最

高の従能を市している二.

本装抑ま対ガン協会,その他に納入し,その機能を十分鬼才iiit/て,

冒一言ガンの早期発見のための検診に従事しているT

7.5.2 診療用DCR-80人形X線装置

4分割4枚粘り速写槻影装置を肺え,コンデンサによる3極管披

夏毛切断槻影と変配貨≡き式による透視,粘影がf朋]できる｢.Lたがって

第17図 DCR-80A 形 外 観
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第20凶i東 部i台 療 装 置

TR-25SA

一般胸部,外科などの各種診察ほもちろん消化器系統の診察糊とし

てもたいへん便利であるT

7.5.3 透視撮影台TH-】】A

胃腸の精密診断を主目的とLた遠隔操rF形透視撮影台｢さ,Ⅹ線テ

レビと結合して別室よりの透視観雪雲および速写撮影を行なえる｡

テーブル起倒,上下,仁石動,踏台回転および速写はすべて電動

で行ない,医師の思う部位の透視敵影が遠隔操作できる装if空であり,

踏台の回転とテーブルの左右移動との関連により患部が～削こけい光

板部中心こ位‾琵する機構,躇剖[り転角度による透視Ⅹ線管電圧の白

動切替機栴など高度な機能を有している⊂

7.5.4 深部治療装置TR-30RÅ

ガン治療用の回転集光式Ⅹ線装置であり,従来の同日的の機憧に

比して小形軽量にして,かつ性能を向上させ,より多くの機能を有

する装置として製作したT

治療効果を高めるためにⅩ線管の損大志格を3001(Ⅴ,10mA,二

重焦点Ⅹ線管を使用した｡.小焦点捷用によf)治療位置を決定するた

めの回転横断断層撮影の鮮鋭度を向上せしめた｡

治療Ⅹ線量の安定化を周るために高圧側からフィードバックする

日動管電圧調整棟梢を付し,積算線量計による放射線量限定装置と

時計式タイマー装置を装備Lた｡

深部治療以外に黄在治療にも便円Lうるよう切線照射を行なう機

構とした｡

第19図 深部冶埼装置TR-30RA

第45巻 第1--り一

第21図 コバルト60桝寮装置
TC-60SA

治横台は卜下移動を電動とし,治療位置の決定を容易にしたっ

u卜の機能を‾石する装置を製作L千葉大学放射線科に納入した｡

7.5.5 深部治療用装置TR-25SÅ

ガン冶蝶用の固定式Ⅹ緑葉際であり,従来の同目的の機種に比し

て′+､形軽量化,かつ性能向上を図ったもので,Ⅹ線管支持装置ほ電

動で上下に移動L,また手動により故紙調整が可能な機構にしてあ

るで Ⅹ線管装荷の回転,旋回は手動式であり,操作ほすべて装置全

面のⅩ線管近辺で行なうことにより操作を容易にした(

Ⅹ線管装荷の最大定格は250kVp,15mAとし,さらに300kV,

10mA定格のⅩ線管との結合も可能な支托装置として製作Lた｡

7･5･る コバルトる0治療装置TC-dOSA

本装㌍ほコ/ミルト60のガンマ線を利用して悪性腫瘍などに対す

る深部治療を行なうもので,在来のこの種装置に比して次のような

著しい特徴を有している｡

(1)照射容器にはしゃ蔽付としてW一合金を剛､て小形軽量化

を図り,治療操作が容易に行なうことができる｡

(2)線源ほ比放射能の高いペ}ツト形線源を用いるようになっ

ている｡これは線源の形状が小さくなるので半影が非常に小さく

なり,合理的な可変絞り機構の配置とともに良好な治療効果をも

たらすことになる｡ちなみに本装置の最大収納量600キュリーの

根源寸法は10¢×8～10となり,収納時の漏れ線量率ほ1mの距

離で8mrノh以‾Fである｡

(3)照射容器はスライド･シャッタをlノぅ蔵L,線源の露出,格

納は遠隔操作によって行ない,停電時にほ什鴇の蓄電池で自動的

に格納されて警報を発する独特の電気回路をもっており,接触防

止機構,その他の安全装置とともに装置使用に対する安全性を高

めている(

7.占 工業用放射線装置

放射線透過検査法による非破壊検査は最近ますますその重要性が

認識さjt,製品の品質管理および品質改善にきわめて重要な役割り

を果たLている⊂､

船軌 橋梁,ポイラ,プラントの高圧配管など高所における溶接

部検査のため可搬形Ⅹ線装置の小形軽量化および高電圧化が望まjt

ていたが,Ⅹ線出力130,160,200kVp3機種の小形軽量形を完成

した｡本装置の重量は在来の機種の65%である｡

拳法かん品,モールド品などにおける検査を生産の流れに乗せるた

め連続透過検査が必要となり,被爆線量が少なく,しかも明確に能
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第23図 可搬工業用 Ⅹ 練 装 一粒

69

第22図 工業 用 Ⅹ 線 テ レ ビ 装置

率よく検査する装置モとLて,イメージインチソシフ1ナイアを用いた

工業用Ⅹ線テレビ装F胃を舟左しじ.+二矧凱土X線装托として据置

形,可搬形のどちらでも組合わせ可能で非常に仙利である｡.

厚物検査,バルブ検査用として線源を被検ヂ己物にそう人してパノ

ラマ撮影するコバルト装置を完成,現在打鍵中である｡

7.る.1工業用X線テレビ装置

Ⅹ線透過検査法による非破壊検査は生産の流れに来せることが必

要となり,溶接,または鋳造‾f∵業製ふ】∫,その他の矧与了-.検査をコンベ

ヤ化して製品の品質向上コストの低械を回ることが望まれてきたこ

本装置ほⅩ線テレビを用い七畏の矧訂,を連続的iこfた率山く透視検査

できるようにしたものである(

装置ほ工業用Ⅹ線装置,イメージインテンシフ7′イア,工業用テ

レビ装置から構成されている〔Ⅹ繰出力ほ100lくⅤから300kVまて

変化でき,使岡LているⅩ線管は二重焦点で鮮兢な像が得られると

ともにイメージインテソシフアイアは輝度増倍が高く,ビデイコン

カメラを用いたⅩ線テレビ装置との結合で非常に明るい,解像力の

良好な透視像が得られる｡本装置の特長ほ,

(1)明るい場所で被検査物の像を多人数で同時に観察可能で製

品の良否を即決でき,試料送り装繹と組ム合わせ,連続透視検査

が可能である｡

(2)Ⅹ線源よF)遠く離れたⅩ線防護の完全な場所で観察できる

のでⅩ線障害の心配が皆無である｡

(3)画面の明るさ,画質など検奔の目的に応じて任意に調整て

きる｡また記録規旨汐を行なうなど繰返し観察も可能である｡

7.る.2 可搬形工業用X線装置

Ⅹ線を利用した非破壊検杏法の発達ほ滋近作に著しく,装置-:の需

要もいよいよ活発になってきた｡

この種の装置ほ現場作業にもっぱらr削､F〕れることから運搬の容

易な小形軽量化が強く望まれているが,今川その安与如ここたえて

MN-13PA.MN-16PA,MN-20PA3棟穐の,両別的な小形梶罷

可搬形装置を完成した〔

本装置は在来の装荘引こ比較してⅩ線発生器の毛量が65%,制御器

重量ほ50%で,堅固な足場の設けられない船肌 橋搾,大形ポイ

ラ,高汗てガスタンク,山岳地帯の水力発電所ての非破壊検査はもち

ろんその他各種垂ユニ業,軽t業を通じて広範閃び〕分野で使用できる｡

第24図 t7イヤ式コバルト60非破壊検査器MC-01WA

X線管電虻ほMN-13Pで40′､1301(Vp,MN-16Pで50～160kVp,

MN-20Pで60～2001くVpとなってお声),薄物から厚掛こ至る広範出

の透過検在が可能である｡

本装置の特長は使用Ⅹ線管の焦点がMN-13Pl.5mm,MN-16P

l･8mn｢,MN-20P2.Ommで,この種装置でほ最小のものであり

鮮鋭な解像力の山､`プ兵が得られる丁 また防電撃,防Ⅹ線および耐

振構造が完全で堅固なこと,操作が簡単で合理的なこと,長時間の

連続使川可能,発射軸各も過負荷自動防止装置,通電庇低減装置を

備えているなどその信頼度は非常に高いものである｡

7･る･3 ワイヤ式コバルトdO非破壊検査器仙C-01WA

放射線透過検査ほ従来Ⅹ線による方法が広く用いられてきたが,

コバルト60を用いた非常に可搬性のよい小形非破壊検査器MC-01

WAを完成L-,この分野にお汁る装置群に威力を添えることになっ

た｡

木器ほコバルト601キュリーの7･線を利用して非破壊検査する

もので,鋳鉄鋼l■打-,捌安部などの複雑な形状のものの内部にも線抑

を送り込むことができる｡線i原の移動は可擁性のパイプの中を特殊

な構造をもったワイヤにr七って行なうので,きわめて安全確実であ

る｡

線源容H割こはスライド･シ+rッタが内蔵されており,容器後方の

レバーを引いて開放†ノた綾,字羊器から離れた位置にある操作ボック

スから遠隔操作によって線源を搬送する｡操作ほ手動で行なうが,

線源およぴシャッタの位置を確認する表示ランプは内蔵する蓄電池

で点灯する‥

容器は台車に乗っているので移動は容易で,操作もきわめて簡単

であるT このほかコバルト604キュリーを収納するMC-04WAも

完成した-〔
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